
二
ー
チ
ェ
に
お
け
る
ニ
ヒ
リ
ズ
ム

菅
　
野

孝
　
彦

　
二
ー
チ
ェ
は
恩
想
発
展
の
第
一
，
一
期
に
お
い
て
、
超
感
性
的
世
界
を
構
想

す
る
形
而
上
学
・
宗
教
・
道
徳
等
の
背
後
世
界
的
思
惟
を
、
「
実
証
主
義

的
思
惟
」
の
立
場
か
ら
批
判
し
た
。
し
か
し
、
批
判
を
行
う
「
実
証
主
義

的
思
惟
」
と
批
判
さ
れ
る
背
後
世
界
的
思
惟
と
の
間
に
は
、
こ
れ
ま
で
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
－
一

考
察
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
両
者
に
共
通
す
る
性
質
の
存
在
す
る
こ

と
が
示
唆
さ
れ
た
。
そ
れ
で
は
、
批
判
す
る
側
（
「
実
証
主
義
的
思
惟
」
）
と

批
判
さ
れ
る
側
一
背
後
世
界
的
思
惟
）
と
に
共
通
す
る
性
質
と
は
、
何
を
意

味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
さ
し
あ
た
っ
て
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
が
語
る
よ
う
に

二
ー
チ
ェ
の
試
み
が
「
キ
リ
ス
ト
教
の
神
に
変
わ
る
な
に
か
他
の
理
想
を

　
　
　
　
　
一
2
一

据
え
る
こ
と
」
を
意
図
し
て
い
る
の
で
は
な
い
こ
と
に
留
意
す
る
な
ら

ば
、
「
神
は
死
ん
だ
」
（
さ
し
竃
）
の
言
葉
に
象
徴
さ
れ
る
二
ー
チ
ェ
の
思

惟
は
、
背
後
世
界
的
思
惟
に
対
し
て
ば
か
り
で
な
く
、
「
実
証
主
義
的
思
惟
」

に
対
す
る
批
判
と
し
て
も
と
ら
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
初
め
て
そ
の
真
の

意
味
が
理
解
さ
れ
る
と
い
え
よ
う
。
事
実
二
ー
チ
ェ
は
、
「
キ
リ
ス
ト
教

的
－
道
徳
的
解
釈
の
中
に
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
が
潜
ん
で
い
る
」
（
＜
目
二
嵩
ω
）
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

「
自
然
科
学
に
お
け
る
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
的
傾
向
（
く
目
ご
畠
o
。
）
と
語
り
、
背

後
世
界
的
思
惟
及
び
「
実
証
主
義
的
思
惟
」
批
判
の
問
題
が
、
端
的
に
言
っ

て
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
の
問
題
域
に
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

　
し
か
し
ま
た
、
周
知
の
よ
う
に
二
ー
チ
ェ
は
い
わ
ゆ
る
『
力
へ
の
意
志
』

の
序
文
に
お
い
て
、
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
最
初
の
完
全
・
な
ニ
ヒ
リ
ス
ト
一
忌
『

胃
箒
き
寿
冒
罵
鳥
；
巨
一
犀
冒
；
混
ω
）
」
（
＜
目
ジ
む
N
）
と
自
ら
語
り
、

さ
ら
に
「
私
が
従
来
基
本
的
に
ニ
ヒ
リ
ス
ト
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
、

私
は
や
っ
と
最
近
承
認
す
る
に
至
っ
た
。
」
（
く
目
ぎ
胃
）
と
も
述
べ
て
い

る
。
こ
こ
で
は
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
の
語
が
、
非
難
の
言
葉
と
し
て
で
は
な
く
、

二
ー
チ
ェ
自
身
の
立
場
を
表
わ
玄
言
葉
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
こ
と
か
ら
、
背
後
世
界
的
思
惟
や
「
実
証
主
義
的
思
惟
」
を
ニ
ヒ
リ
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ズ
ム
と
語
る
際
と
、
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
最
初
の
完
全
な
ニ
ヒ
リ
ス
ト
」
と

自
称
す
る
際
と
で
は
、
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
の
語
の
使
用
に
お
い
て
明
確
な
相
違

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
3
）

が
み
ら
れ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
二
ー
チ
ヱ
に
お
け
る

ニ
ヒ
リ
ズ
ム
を
論
じ
る
た
め
の
序
と
す
べ
く
、
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
の
用
語
法
に

お
け
る
相
違
を
提
示
し
、
か
つ
そ
の
相
違
の
も
つ
意
味
を
明
ら
か
に
し
た

い
と
思
う
。

二

　
二
ー
チ
ェ
の
生
前
に
刊
行
さ
れ
た
著
作
の
中
で
、
わ
れ
わ
れ
が
ニ
ヒ
リ

ズ
ム
一
；
巨
豪
冒
易
）
の
語
を
初
め
て
眼
に
す
る
の
は
、
『
悦
ば
し
き
知
識
』

の
第
五
書
「
わ
れ
ら
怖
れ
を
知
ら
ぬ
者
」
一
く
ジ
塞
ω
・
N
震
）
に
お
い
て
で

あ
る
が
、
本
稿
で
は
、
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
の
聞
題
を
冒
頭
に
掲
げ
る
『
カ
ヘ
の

意
志
』
に
お
い
て
そ
れ
を
考
察
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
著
作
を
扱
う
に
あ

た
り
、
著
作
の
成
立
ま
で
の
事
情
に
つ
い
て
注
意
を
向
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
と
い
う
の
も
『
カ
ヘ
の
意
志
』
は
、
二
ー
チ
ェ
自
身
に
よ
っ
て
構

成
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
妹
の
エ
リ
ザ
ベ
ー
ト
・
二
ー
チ
ェ
及
び
ぺ
ー

タ
ー
・
ガ
ス
ト
に
よ
っ
て
編
集
、
刊
行
さ
れ
た
か
ち
で
あ
る
。

　
『
カ
ヘ
の
意
志
』
は
、
一
九
〇
一
年
グ
ロ
ー
ス
オ
ク
タ
ー
フ
版
一
〇
§
や

○
ぎ
§
§
篭
邑
の
第
十
五
巻
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
が
、
こ
の
版
に
は
四
八

三
の
断
片
が
収
め
ら
れ
て
い
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
全
集
の

ポ
ケ
ッ
ト
版
一
ク
レ
ー
ナ
ー
版
一
が
一
九
〇
六
年
に
出
版
さ
れ
た
と
き
、
収

め
ら
れ
た
断
片
は
一
〇
六
七
年
に
増
補
さ
れ
、
今
日
わ
れ
わ
れ
が
手
に
す

る
『
力
へ
の
意
志
』
の
形
態
を
と
る
に
至
っ
た
。
し
か
し
カ
ー
ル
・
シ
ュ

レ
ヒ
タ
は
、
こ
の
『
カ
ヘ
の
意
志
』
が
妹
エ
リ
ザ
ベ
ー
ト
に
よ
っ
て
あ
た

か
も
二
ー
チ
ェ
自
身
の
理
論
的
主
著
で
あ
る
か
の
よ
う
に
編
集
さ
れ
た
事

　
　
　
　
　
一
4
一

実
を
指
摘
し
、
新
た
に
『
力
へ
の
意
志
』
所
収
の
一
〇
六
七
の
断
片
を

年
代
順
に
配
列
し
、
「
八
十
年
代
の
遺
稿
か
ら
一
＞
易
α
竃
ξ
〔
巨
｝
㍉
α
實

ぎ
享
N
雷
急
巨
①
一
」
と
題
し
て
一
九
五
四
年
に
二
ー
チ
ェ
著
作
集
の
一
部

と
し
て
出
版
し
た
（
シ
ュ
レ
ヒ
タ
版
）
。
し
か
し
な
が
ら
、
シ
ュ
レ
ヒ
タ
に

よ
る
年
代
順
の
新
た
な
配
列
は
、
『
カ
ヘ
の
意
志
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る

断
片
に
つ
い
て
の
み
行
わ
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
当
然
さ
ら
に
全
て
の
遺
稿

に
つ
い
て
年
代
順
に
配
列
し
直
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。
一
九
六
七
年
以

来
刊
行
さ
れ
続
け
て
い
る
グ
ロ
イ
タ
ー
版
全
集
一
ミ
茅
き
“

9
竃
ミ
§
亮
き
“
）
は
、
こ
の
理
想
に
基
づ
い
て
編
集
さ
れ
て
お
り
、
遺
稿

群
の
全
て
が
年
代
順
、
覚
え
書
き
ノ
ー
ト
別
に
再
現
さ
れ
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
本
稿
で
は
、
『
カ
ヘ
の
意
志
』
成
立
の
こ
う
し
た
事
情
を
。
ふ
ま
え
、

グ
ロ
イ
タ
ー
版
に
基
づ
い
て
二
ー
チ
ェ
の
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
を
問
題
に
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

　
二
ー
チ
ェ
は
、
一
八
八
七
年
六
月
十
日
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
5
一

と
題
し
た
断
片
一
＜
目
＝
旨
叩
N
曽
）
を
書
い
て
い
る
。
こ
の
断
片
5
［
声
］

は
、
『
力
へ
の
意
志
』
に
お
い
て
は
断
片
四
、
五
、
一
一
四
、
五
五
の
四

つ
に
分
割
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
分
割
は
編
集
者
一
エ
リ
ザ
ベ
ー
ト
・
二
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
6
一

チ
ェ
、
ガ
ス
ト
一
に
よ
る
便
宜
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
、
た

．
し
か
に
こ
の
断
片
は
分
割
以
前
の
状
態
に
戻
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
の
で

あ
り
、
ま
た
そ
れ
以
上
に
、
二
ー
チ
ェ
の
中
心
思
想
を
知
る
た
め
に
も
一

つ
の
断
片
と
し
て
復
元
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
『
力

へ
の
意
志
』
に
お
い
て
分
割
さ
れ
て
い
た
諸
断
片
を
一
つ
の
断
片
と
し
て
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考
察
す
る
と
き
、
そ
こ
に
わ
れ
わ
れ
は
「
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
」
、
「
カ
ヘ
の
意
志

（
ミ
≡
①
昌
『
ζ
9
邑
」
、
「
永
遠
回
帰
一
署
雷
ミ
庁
忌
鼻
…
津
一
」
に
対
す

る
二
ー
チ
ェ
の
言
及
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
断
片
は

　
　
一
7
一
一
六
節
に
分
か
れ
、
原
文
で
七
ぺ
ー
ジ
に
わ
た
る
長
い
も
の
で
あ
る
が
、

要
約
も
交
え
引
用
し
て
み
よ
う
。

　
　
　
　
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

　
し
か
し
、
道
徳
が
育
成
し
た
諸
力
の
中
に
誠
実
性
一
ミ
き
『
臣
｛
冨
ぎ
5

が
あ
つ
た
。
一
…
…
）
わ
れ
わ
れ
が
認
識
す
る
も
の
を
評
価
し
な
い
こ
と
と
、

自
分
を
偽
っ
て
も
信
じ
が
た
い
こ
と
を
信
ず
る
こ
と
が
許
さ
れ
な
い
こ
と

の
対
立
が
解
体
過
程
を
生
む
。

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ニ
ヒ
リ
ズ
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
マ
一
．

　
　
レ
ン
ツ
ァ
ー
ハ
イ
デ

一
八
八
七
年
六
月
十
日

　
　
　
　
＾
9
〕

キ
リ
ス
ト
教
道
徳
の
仮
説
は
、
ど
の
よ
う
な
利
益
を
も
た
ら
し
た
の
で

　
あ
ろ
う
か
。

ω
こ
の
仮
説
は
、
生
成
消
滅
の
流
れ
の
中
に
あ
っ
て
卑
小
で
偶
然
的
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

　
存
在
で
あ
る
人
間
に
、
絶
対
的
な
価
値
を
与
え
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

②
こ
の
仮
説
は
、
苦
悩
や
禍
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
世
界
に
完
全
性
と
い

　
う
性
格
ー
あ
の
「
自
由
」
も
含
め
て
1
を
許
す
か
ぎ
り
、
神
の
弁
護

　
人
を
つ
と
め
て
き
た
。

ω
こ
の
仮
説
は
、
人
間
に
絶
対
的
な
価
値
に
つ
い
て
の
知
を
み
と
め
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
そ
れ
に
よ
っ
て
ま
さ
に
最
も
重
要
な
事
柄
に
ふ
さ
わ
し
い
認
識
を
与

　
え
た
。

　
　
　
　
　
一
1
0
一

こ
の
仮
説
は
、
人
間
が
自
己
を
人
閻
と
し
て
軽
蔑
す
る
こ
と
を
防
ぎ
、

ま
た
人
間
が
生
に
敵
対
す
る
こ
と
、
認
識
に
絶
望
す
る
こ
と
を
防
い
だ
。

　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

そ
れ
は
自
己
保
存
の
手
段
で
あ
っ
た
。
道
徳
は
、
実
践
的
、
理
論
的
二

　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

ヒ
リ
ズ
ム
に
対
す
る
解
毒
剤
一
〇
娼
昌
昌
岸
匡
）
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
3

　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
わ
れ
わ
れ
は
、
最
初
の
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
に
対
す
る
解
毒
剤
を
も
は
や
必
要

と
し
な
い
。
生
は
、
わ
れ
わ
れ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
そ
れ
ほ
ど
不
確

実
で
も
、
偶
然
的
で
も
、
無
意
味
で
も
な
い
。
人
間
の
価
値
、
禍
い
の
価

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

値
等
を
あ
れ
ほ
ど
途
方
も
な
く
強
力
化
す
る
こ
と
は
、
今
必
要
と
さ
れ
な

い
。

　
　
　
　
4

　
し
か
し
こ
の
よ
う
な
［
神
の
］
極
端
な
命
題
は
、
穏
や
か
な
命
題
に
よ
っ

　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

て
で
は
な
く
、
正
反
対
の
極
端
な
命
題
に
よ
っ
て
代
え
ら
れ
る
。
…
自
然

の
絶
対
的
不
徳
性
、
無
目
的
性
、
無
意
味
性
へ
の
信
仰
が
、
心
理
的
に
必

　
　
　
、
　
　
、
　
・

然
的
な
情
動
と
な
る
。

　
　
　
　
5

　
「
徒
労
一
目
易
昌
色
」
が
わ
れ
わ
れ
の
現
在
の
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
の
性
格
で

あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
（
…
…
）
「
徒
労
」
を
伴
い
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

目
的
や
目
標
を
も
た
ぬ
持
続
は
、
最
も
萎
え
さ
せ
る
思
想
で
あ
る
。
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6

　
こ
の
思
想
を
最
も
恐
る
べ
き
形
式
で
考
え
る
な
ら
ば
、
あ
る
が
ま
ま
の

生
存
は
意
味
も
目
標
も
な
く
、
し
か
も
無
へ
の
終
局
も
な
く
不
可
避
的
に

回
帰
す
る
。
す
な
わ
ち
「
永
遠
回
帰
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

最
も
極
端
な
形
式
で
あ
り
、
（
…
…
）
あ
ら
ゆ
る
可
能
な
仮
説
の
中
で
最
も

、
　
、
　
　
一
1
1
一

科
学
的
で
あ
る
。

　
　
　
　
7

　
わ
れ
わ
れ
は
、
過
程
か
ら
目
的
と
い
う
観
念
を
取
り
除
い
て
、

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

も
か
か
わ
ら
ず
そ
の
過
程
を
肯
定
す
る
で
あ
ろ
う
か
。

、
　
　
、
　
　
、

そ
れ
に

　
　
　
　
8

　
根
本
性
格
を
白
己
に
お
い
て
善
き
も
の
、
価
値
あ
る
も
の
と
し
て
喜
び

を
も
っ
て
感
じ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

胴
黒
竃
昌
g
昌
）
は
も
は
や
慰
め
を
見
出
す
こ
と
な
く
没
落
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
こ
の
没
落
は
、
自
己
を
没
落
へ
と
向
け
る
こ
と
と
し
て
、
破
壊
せ
ざ
る

を
え
な
い
も
の
の
本
能
的
選
択
と
し
て
現
れ
る
。

　
　
　
　
1
2

　
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
は
、
（
…
…
）
道
徳
か
ら
切
り
離
さ
れ
も
は
や
自
ら
を
捧
げ

る
根
拠
を
も
た
な
い
こ
と
。

　
　
　
　
3

　
「
神
、
道
徳
、
忍
従
」
は
、
悲
惨
の
恐
る
べ
き
深
い
段
階
に
お
い
て
は

　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

薬
で
あ
っ
た
。
能
動
的
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
は
、
比
較
的
好
ま
し
い
状
況
に
お
い

て
現
れ
る
。

32

　
　
　
　
9

　
あ
の
「
道
徳
へ
の
意
志
」
に
お
い
て
さ
え
、
「
力
へ
の
意
志
」
が
隠
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
と
き
、
一
…
…
一
抑
圧
さ
れ
た
者
は
、
抑

　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

圧
す
る
者
と
同
じ
地
盤
に
立
ち
、
ま
た
自
ら
何
ら
の
特
権
も
高
い
階
層
も
、

も
た
な
い
こ
と
を
認
識
す
る
。

　
　
　
　
O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
道
徳
は
、
忍
従
と
恭
順
等
々
を
教
え
た
。
も
し
こ
う
し
た
道
徳
へ
の
信

、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

仰
が
没
落
す
る
な
ら
ば
、
出
来
そ
こ
な
い
の
者
一
ω
o
巨
g
巨
秦
α
・
－

　
　
　
　
1
4

　
全
て
の
も
の
が
－
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
や
破
壊
欲
の
瞬
聞
も
が
、
永
遠
に
存
在

し
て
い
た
と
洞
察
す
る
と
き
、
そ
れ
は
け
い
れ
ん
で
あ
り
、
盲
目
的
な
怒

　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

り
で
あ
る
。
こ
う
し
た
危
機
の
価
値
は
、
一
・
…
：
一
命
令
者
を
命
令
者
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

で
、
服
従
者
を
服
従
者
と
し
て
認
識
し
つ
つ
、
力
の
階
序
（
穿
鍔
o
『
旨
昌
①
・
）

へ
の
原
動
力
を
与
え
る
こ
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
現
存
す
る
全
て
の
社

会
秩
序
の
外
に
お
い
て
。



　
　
　
　
5

　
　
　
　
　
、
、
、
、
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
O
O
O
O
O

　
そ
の
際
、
最
も
強
き
者
と
は
誰
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
最
も
節
度
あ
る

o
　
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、

人
々
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
ど
ん
な
極
端
な
信
仰
箇
条
も
必
要
と
せ
ず
、
偶

然
や
無
意
味
の
大
部
分
を
、
認
め
る
ば
か
り
で
な
く
愛
す
る
。
彼
ら
は
一
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
　
　
o
　
　
o
　
　
o
　
　
o
　
　
o

…
）
不
幸
に
耐
え
て
成
長
し
、
不
幸
を
あ
ま
り
恐
れ
な
い
健
康
に
最
も
富

o
　
　
o
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

む
者
－
自
ら
の
力
を
信
頼
し
、
人
問
の
獲
得
さ
れ
た
力
を
誇
り
を
も
っ
て

自
覚
的
に
提
示
す
る
人
聞
で
あ
る
。

　
　
　
　
1
6

　
こ
う
し
た
人
問
は
、

ろ
う
か
。

永
遠
回
帰
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
で
あ

こ
の
よ
う
に
一
つ
の
断
片
と
し
て
復
元
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
『
カ
ヘ
の

意
志
』
に
お
い
て
は
分
割
さ
れ
て
い
た
た
め
に
見
出
さ
れ
な
か
っ
た
文
脈

が
明
ら
か
に
な
る
。
そ
れ
は
、
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
を
め
ぐ
る
人
間
の
歴
蛭
で

あ
る
。

　
こ
の
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
を
め
ぐ
る
人
間
の
歴
史
は
、
次
の
よ
う
に
要
約
さ
れ

よ
う
。
人
問
は
ま
ず
、
自
ら
が
「
卑
小
」
で
「
偶
然
的
な
存
在
」
で
あ
る

こ
と
を
「
最
初
の
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
」
と
し
て
自
覚
す
る
。
キ
リ
ス
ト
教
道
徳

は
、
「
絶
対
的
価
値
一
神
）
に
関
す
る
知
」
を
人
間
に
与
え
「
最
初
の
ニ
ヒ

リ
ズ
ム
」
に
対
す
る
「
解
毒
剤
」
と
な
り
、
人
間
が
「
絶
望
に
陥
り
、
無

へ
と
跳
躍
す
る
」
こ
と
を
防
い
で
き
た
。
し
か
し
キ
リ
ス
ト
教
道
徳
に
お

い
て
は
、
自
ら
の
力
で
あ
る
「
誠
実
性
」
の
徳
が
自
分
自
身
に
向
か
う
こ

と
に
よ
っ
て
、
自
分
を
偽
っ
て
も
信
じ
た
い
と
思
う
こ
と
（
背
後
世
界
的

原
理
一
を
信
じ
る
こ
と
が
許
さ
れ
な
く
な
る
。
す
な
わ
ち
、
「
誠
実
性
」
の

徳
を
徹
底
す
る
な
か
で
「
自
分
を
偽
っ
て
も
信
じ
た
い
と
思
う
こ
と
」
へ

　
　
　
　
　
　
　
○

向
か
う
こ
と
は
、
無
へ
向
か
う
こ
と
で
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
教
道
徳
は
も
は

や
「
最
初
の
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
」
に
対
す
る
解
毒
剤
と
し
て
の
役
割
を
果
さ
な

く
な
る
。
つ
ま
り
、
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
を
克
服
し
よ
う
と
す
る
キ
リ
ス
ト
教
道

徳
も
ま
た
、
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
に
ほ
か
な
ら
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。

　
さ
ら
に
「
誠
実
性
」
を
徹
底
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
教
道
徳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
旧
－

と
正
反
対
の
立
場
で
あ
る
「
科
学
的
無
神
神
論
」
が
生
じ
、
自
然
の
不

道
徳
性
、
無
目
的
性
、
無
意
味
性
を
顕
わ
に
す
る
。
だ
が
、
キ
リ
ス
ト
教

道
徳
に
お
け
る
無
へ
の
意
志
を
超
え
よ
う
と
す
る
「
科
学
的
無
神
論
」
も
、

禍
い
や
生
存
に
意
味
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
ず
に
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
に
陥
っ
て

し
ま
う
。
こ
う
し
て
キ
リ
ス
ト
教
道
徳
で
あ
れ
、
「
科
学
的
無
神
論
」
で

あ
れ
、
生
存
に
意
味
を
与
え
よ
う
と
す
る
試
み
は
こ
と
ご
と
く
失
敗
に
帰

し
、
「
現
在
の
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
」
が
顕
わ
に
な
る
。
あ
る
が
ま
ま
の
生
存
は

意
味
も
目
標
も
な
く
、
し
か
も
無
へ
の
終
局
も
な
く
、
不
可
避
的
に
回
帰

す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
永
遠
回
帰
を
認
識
す
る
「
現
在
の
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
」
が
、

キ
リ
ス
ト
教
遣
徳
、
「
科
学
的
無
神
論
」
以
前
の
「
最
初
の
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
」

で
あ
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
い
う
の
も
、
ニ
ヒ
リ
ズ

ム
の
問
題
が
、
け
っ
し
て
二
ー
チ
ェ
の
同
時
代
人
に
特
有
な
現
象
で
は
な

竈
）

い
こ
と
を
、
二
ー
チ
ェ
自
身
が
自
覚
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
彼
は
、

ニ
ヒ
リ
ズ
ム
を
人
間
存
在
に
固
有
な
問
題
と
し
て
と
ら
え
る
。
そ
れ
ゆ
え

に
、
キ
リ
ス
ト
教
道
徳
や
「
科
学
的
無
神
論
」
に
よ
る
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
の
克

服
は
、
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
を
解
毒
す
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
真
の
克
服
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と
は
な
り
え
ず
、
む
し
ろ
「
無
へ
の
意
志
」
と
し
て
の
、
あ
る
い
は
「
神

の
死
」
と
し
て
の
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
を
開
示
す
る
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
二
ー

チ
ェ
に
と
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
の
歴
史
は
、
い
わ
ば

直
面
す
る
人
間
存
在
に
固
有
の
問
題
を
回
避
し
忘
却
す
る
歴
史
と
い
え

　
一
帖
一

る
。　

　
　
　
三

　
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
が
人
間
存
在
に
固
有
な
問
題
で
あ
り
、
時
代
に
特
有
な
問

題
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
ま
た
断
片
9
［
竃
］
一
＜
目
ジ
H
津
）
か
ら

も
理
解
さ
れ
る
。
こ
の
断
片
も
、
グ
ロ
イ
タ
ー
版
で
は
一
つ
に
ま
と
め
ら

れ
て
い
る
が
、
『
力
へ
の
意
志
』
で
は
断
片
二
三
、
二
、
二
二
、
二
二
と

　
　
　
　
　
　
一
冊
一

四
分
さ
れ
て
い
た
。
断
片
9
［
竃
］
の
中
で
二
ー
チ
ェ
は
、
断
片
5
［
書
］

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
1
7
一

で
用
い
ら
れ
た
「
能
動
的
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
」
（
竃
葦
串
；
｝
彗
竃
）
の
ほ
か
に
、

「
受
動
的
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
」
一
忌
『
寝
邑
毒
；
巨
一
旨
一
L
、
「
最
も
極
端
な
ニ

ヒ
リ
ズ
ム
」
（
ま
『
實
9
①
昌
ω
箒
；
巨
＝
ω
昌
）
に
つ
い
て
語
る
。

　
「
能
動
的
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
」
と
「
受
動
的
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
」
は
並
置
さ
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

語
ら
れ
る
。
「
能
動
的
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
」
は
、
「
精
神
の
高
揚
し
た
力
の
微
」

　
、
　
　
、
「
強
さ
の
微
」
で
あ
っ
て
、
「
精
神
の
力
が
増
大
し
、
従
来
の
諸
価
値
一
”
確

信
”
”
信
仰
箇
条
”
）
が
自
ら
に
適
さ
な
く
な
る
」
と
き
に
生
レ
る
。
こ
の

ニ
ヒ
リ
ズ
ム
は
、
そ
の
力
の
極
大
に
お
い
て
「
破
壊
の
暴
力
的
な
力
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

し
て
現
れ
る
。
一
方
、
「
受
動
的
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
」
は
、
「
精
神
の
力
の
衰
退

、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

と
後
退
」
「
弱
さ
の
徴
」
で
あ
っ
て
、
「
精
神
の
力
が
疲
れ
、
樵
惇
し
、
従

来
の
目
標
や
価
値
が
白
分
に
適
さ
な
く
な
り
、
ど
ん
な
信
仰
も
見
出
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

な
い
」
と
き
に
生
じ
る
。
そ
こ
で
は
絶
体
的
な
価
値
が
失
わ
れ
、
「
宗
教
的
、

、
　
　
、
　
　
、

道
徳
的
、
政
」
治
的
、
美
的
」
な
個
別
的
な
価
値
が
、
あ
た
か
も
絶
対
的
価

値
で
あ
る
か
の
よ
う
に
装
っ
て
前
景
に
現
れ
出
る
。
つ
ま
り
、
「
能
動
的

ニ
ヒ
リ
ズ
ム
」
と
「
受
動
的
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
」
の
相
違
は
、
精
神
の
力
の
「
増

大
」
と
「
衰
退
」
と
の
相
違
と
い
え
よ
う
。

　
こ
れ
ら
「
能
動
的
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
」
「
受
動
的
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
」
の
中
に
、
二
ー

チ
ェ
が
生
き
た
十
九
世
紀
後
半
に
対
す
る
彼
の
時
代
意
識
を
見
出
す
こ
と

は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
二
ー
チ
ェ
は
、
「
従
来
の
諸
目
標

や
諸
価
値
」
が
絶
対
的
価
値
を
喪
失
し
た
状
況
へ
の
同
時
代
人
の
対
処
を
、

「
能
動
的
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
」
「
受
動
的
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
」
と
み
な
し
た
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。
「
受
動
的
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
」
は
、
絶
対
的
価
値
の
喪
失
下
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
　
　
O
　
　
O
　
　
O

お
い
て
、
再
び
目
標
や
価
値
を
立
て
る
こ
と
な
く
、
受
動
的
に
一
圏
点
筆
者
一

ニ
ヒ
リ
ズ
ム
に
対
処
す
る
。
こ
こ
で
は
、
価
値
の
喪
失
を
慰
め
、
麻
痒
さ

せ
て
く
れ
る
も
の
が
、
断
片
5
［
ご
］
の
言
葉
を
借
り
る
な
ら
ば
、
価

値
の
喪
失
を
解
毒
し
て
く
れ
る
も
の
が
求
め
ら
れ
る
。

　
他
方
「
能
動
的
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
」
は
、
自
ら
従
来
の
価
値
か
ら
絶
対
的
価

　
　
　
　
　
O
　
　
O
　
　
O
　
　
O

値
を
奪
い
、
能
動
的
に
価
値
喪
失
の
状
況
を
顕
わ
に
す
る
が
、
新
た
な
価

値
を
打
ち
立
て
る
に
は
至
ら
な
い
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
ー
従
来
の
価
値

を
破
壊
す
る
に
と
ど
ま
り
、
新
た
な
価
値
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
な
い
と

い
う
意
味
に
お
い
て
、
「
科
学
的
無
神
論
」
を
「
能
動
的
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
」

の
例
と
し
て
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
少
し
二
ー
チ
ェ
の
断
片
か

ら
離
れ
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
ロ
シ
ア
の
無
政
府
主
義
者
も
そ
の

例
と
し
て
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
た
だ
し
、
こ
の
例
に
お
い
て
、
特

に
注
意
す
べ
き
こ
と
な
の
で
あ
る
が
、
二
ー
チ
ェ
が
「
能
動
的
ニ
ヒ
リ
ズ

ム
」
の
極
大
を
「
破
壊
の
暴
力
的
な
力
」
と
言
い
表
わ
す
と
き
、
彼
は
け
っ
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し
て
直
接
的
な
社
会
秩
序
の
破
壊
を
語
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
の
で
あ

る
。
そ
う
で
は
な
く
、
二
ー
チ
ェ
に
お
い
て
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
の
「
暴
力
的
な

力
」
は
つ
ね
に
「
精
神
の
力
」
の
圏
域
に
お
い
て
問
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

た
し
か
に
、
無
政
府
主
義
者
に
お
い
て
は
、
そ
の
無
政
府
主
義
的
破
壊
活

動
が
「
能
動
的
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
」
の
本
質
で
あ
る
か
の
よ
う
な
誤
解
を
生
む

こ
と
に
な
る
が
、
ツ
ァ
i
リ
ズ
ム
と
い
う
従
来
の
価
値
を
破
壊
す
る
点
に

こ
そ
、
二
ー
チ
ェ
は
無
政
府
主
義
者
に
お
け
る
「
能
動
的
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
」

の
「
暴
力
的
な
力
」
を
み
る
と
い
え
よ
う
。
二
ー
チ
ェ
自
身
、
ニ
ヒ
リ
ズ

ム
は
「
現
存
す
る
全
て
の
杜
会
秩
序
の
外
に
お
い
て
」
一
＜
目
。
一
竃
H
一
問

わ
れ
べ
き
で
あ
る
と
語
る
よ
う
に
、
そ
し
て
彼
の
「
力
」
の
概
念
を
正
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
㎎
一

く
理
解
す
る
た
め
に
も
、
こ
う
し
た
混
同
を
避
け
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
二
ー
チ
ェ
は
、
断
片
9
［
ω
巴
の
中
で
「
能
動
的
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
」
「
受

動
的
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
」
と
別
の
節
に
お
い
て
、
「
最
も
極
端
な
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
」

に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
二
ー
チ
ェ
は
、
節
の
表
題
を
「
こ
れ
ら

の
仮
説
［
能
動
的
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
と
受
動
的
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
］
の
前
提
」
と
し

て
、
「
い
か
な
る
真
理
も
、
事
物
の
い
か
な
る
絶
体
的
性
質
も
、
い
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

る
”
物
自
体
〃
も
存
在
し
な
い
と
い
う
こ
と
。
ー
こ
の
こ
と
が
そ
れ
白
体

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

ニ
ヒ
リ
ズ
ム
で
あ
り
、
し
か
も
最
も
極
端
な
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
で
あ
る
。
」
と

述
べ
て
い
る
。
「
最
も
極
端
な
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
」
を
「
能
動
的
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
」

「
受
動
的
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
」
双
方
の
前
提
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
二
ー
チ
ェ

は
何
を
意
図
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
彼
は
「
能
動
的
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
」
と
「
受
動
的
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
」
を
仮
説

（
｝
着
o
亭
窃
①
）
と
語
る
が
、
そ
れ
は
、
こ
れ
ら
の
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
が
二
ー
チ
ェ

自
身
自
ら
ニ
ヒ
リ
ス
ト
と
自
称
す
る
際
の
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
と
異
な
っ
て
い
る

こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
二
ー
チ
ェ
に
と
っ
て
ニ
ヒ

リ
ズ
ム
と
は
「
真
理
も
、
絶
体
的
性
質
も
、
物
自
体
も
存
在
し
な
い
こ
と
」

で
あ
り
、
そ
の
意
味
に
お
い
て
も
「
能
動
的
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
」
「
受
動
的
ニ

ヒ
リ
ズ
ム
」
は
仮
説
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
能
動
的
ニ

ヒ
リ
ズ
ム
」
は
従
来
の
価
値
を
破
壊
し
、
新
た
な
価
値
を
見
出
そ
う
と
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
O
　
　
　
　
　
　
O
O
O
O
O
O

る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
ま
だ
新
た
な
価
値
を
見
出
し
え
な
い
が
ゆ
え
に

無
価
値
の
ま
ま
に
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
従
来
の
価
値
の
存
在
を
否
定
し
て

は
い
な
い
。
し
か
し
、
「
最
も
極
端
な
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
」
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、

絶
体
的
価
値
は
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
「
受
動
的
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
　
　
O
　
　
O
　
　
O

は
、
従
来
の
価
値
に
代
わ
る
新
た
な
価
値
を
求
め
よ
う
と
す
る
力
を
欠
く

が
ゆ
え
に
無
価
値
の
ま
ま
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
「
最
も
極
端
な
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
」
・
は
「
能
動
的
ニ

ヒ
リ
ズ
ム
」
や
「
受
動
的
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
」
と
異
な
る
の
で
あ
り
、
む
し
ろ

前
提
と
し
て
そ
れ
ら
の
根
底
に
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
つ
ま
り

二
ー
チ
ェ
に
よ
れ
ば
、
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
は
「
目
標
が
な
く
、
”
何
故
”
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

答
え
が
な
い
こ
と
」
で
あ
り
、
「
最
高
の
諸
価
値
が
無
価
値
に
な
る
こ
と
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

を
意
味
す
ゐ
の
で
あ
っ
て
、
人
間
存
在
に
固
有
な
「
正
常
な
状
態
（
9
目

昌
…
箒
『
N
易
冨
巨
）
」
な
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
点
か
ら
も
二
ー

チ
ェ
自
身
の
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
の
立
場
が
、
「
能
動
的
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
」
で
も
「
受

動
的
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
」
で
も
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
と
い
う
の
も
、

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
「
能
動
的
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
」
は
ニ
ヒ
リ
ズ

ム
に
と
ど
ま
ろ
う
と
せ
ず
、
ま
た
「
受
動
的
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
」
は
「
力
」
を

欠
く
が
ゆ
え
に
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
か
ら
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
「
能
動
的
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
」
も
「
受
動
的
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
」
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も
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
を
「
正
常
な
状
態
」
と
し
て
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
の

で
あ
る
。

　
　
　
　
四

　
断
片
5
［
一
］
及
び
9
［
o
。
巴
に
関
す
る
以
上
の
考
察
か
ら
、
二
－
チ
ェ

が
使
用
す
る
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
の
語
の
相
違
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
と
思
う
。
わ

れ
わ
れ
が
い
ず
れ
の
断
片
に
も
見
出
す
の
は
、
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
の
問
題
を
、

一
時
代
に
属
す
る
特
殊
な
問
題
と
し
て
で
は
な
く
、
人
間
存
在
に
固
有
な

問
題
と
み
な
す
二
ー
チ
ェ
の
視
点
で
あ
る
。
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
を
人
間
存
在
の

固
有
な
問
題
と
み
な
す
あ
り
方
は
、
断
片
5
［
曽
］
で
は
人
間
の
「
卑
小
」

で
「
偶
然
的
な
存
在
」
と
し
て
の
自
覚
、
ま
た
生
の
無
意
味
・
無
目
標
の

ま
ま
に
回
帰
す
る
こ
と
の
自
覚
と
し
て
語
ら
れ
た
。
断
片
9
［
巳
。
巴
で
は
、

こ
の
こ
と
が
よ
り
明
確
に
な
り
、
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
が
人
間
存
在
に
固
有
な
「
正

常
な
状
態
」
で
あ
る
こ
と
が
語
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
の
語

は
、
二
ー
チ
ェ
が
ニ
ヒ
リ
ス
ト
と
自
称
す
る
文
脈
に
お
い
て
は
、
人
間
に

固
有
な
「
正
常
な
状
態
」
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
、
他
方
、
背
後
世
界
的

思
惟
や
「
実
証
主
義
的
思
惟
」
を
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
と
み
な
す
文
脈
に
お
い
て

は
、
一
た
と
え
、
風
理
的
に
不
可
能
で
あ
る
と
し
て
も
一
従
来
の
諸
価
値
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O

代
わ
る
新
た
な
価
値
の
定
立
に
よ
っ
て
克
服
さ
れ
る
べ
き
状
況
を
意
味
し

て
い
る
。
し
か
し
、
二
ー
チ
ェ
に
と
っ
て
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
は
、
人
問
の
克
服

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
面
一

し
え
ぬ
固
有
の
問
題
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
背
後
世
界
的
思
惟
や
「
実

証
主
義
的
思
惟
」
は
、
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
が
人
間
に
固
有
の
問
題
で
あ
る
と
い

う
視
点
を
欠
く
の
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
を
二
ー
チ
ェ
は
繰
り
返
し
非
難
し

て
い
る
。

　
だ
が
そ
れ
で
は
、
二
ー
チ
ェ
が
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
を
人
間
に
固
有
な
克
服
し

え
ぬ
聞
題
と
し
て
位
置
づ
け
る
な
ら
ば
、
彼
自
身
が
し
ば
し
ば
語
る
「
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
2
0
一

ヒ
リ
ズ
ム
の
自
己
克
服
」
と
は
、
一
体
何
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

わ
れ
わ
れ
の
こ
れ
ま
で
の
論
に
基
づ
く
か
ぎ
り
、
「
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
の
自
己

克
服
」
は
原
理
的
に
不
可
能
な
こ
と
と
い
え
よ
う
。
そ
こ
で
わ
れ
わ
れ
の

次
の
課
題
は
、
こ
れ
ま
で
の
議
論
を
ふ
ま
え
二
ー
チ
ェ
に
お
け
る
「
ニ
ヒ

リ
ズ
ム
の
自
己
克
服
」
の
意
味
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
る
。

　
最
後
に
、
こ
の
新
た
な
問
題
へ
の
一
つ
の
手
掛
か
り
を
与
え
て
お
こ
う
。

先
の
断
片
5
［
⇒
］
の
中
で
二
ー
チ
ェ
は
、
「
最
も
強
き
者
」
と
い
う
概

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

念
を
示
し
、
彼
ら
を
「
ど
ん
な
極
端
な
信
仰
箇
条
も
必
要
と
せ
ず
、
偶
然

や
無
意
味
の
大
部
分
を
認
め
る
ば
か
り
で
な
く
愛
す
る
」
「
最
も
節
度
あ

る
人
々
一
昌
①
ζ
ψ
き
町
。
箒
目
一
」
と
よ
ん
で
い
る
。
ま
た
、
彼
ら
は
「
力
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

の
保
持
者
で
あ
り
「
人
問
の
獲
得
さ
れ
た
力
を
誇
り
を
も
っ
て
白
覚
的
に

　
　
　
　
　
一
別
一

提
示
す
る
人
問
」
で
あ
る
。
た
し
か
に
、
こ
の
断
片
か
ら
だ
け
で
は
い
ま

だ
不
十
分
で
は
あ
る
が
、
し
か
し
受
動
的
な
ニ
ヒ
リ
ス
ト
で
は
な
い
、
「
力
」

を
保
持
す
る
「
最
も
節
度
あ
る
人
々
」
の
像
の
中
に
、
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
を
人

問
存
在
に
固
有
の
問
題
と
し
て
と
ら
え
、
か
つ
そ
れ
を
「
白
己
克
服
す
る
」

1
生
き
抜
く
可
能
性
を
見
出
し
う
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
　
　
註

使
用
し
た
テ
キ
ス
ト
は
、
き
淳
き
ざ
書
曇
一
§
芽
き
～
O
婁
§
ぎ
§
1

管
貝
享
第
く
．
9
o
昼
o
O
〇
一
－
昌
O
竃
竃
N
ぎ
o
ζ
o
昌
冨
ユ
で
あ
る
。

引
用
個
所
は
、
＞
9
①
旨
轟
と
霊
邑
を
そ
れ
ぞ
れ
ロ
ー
マ
数
字
と
ア

ラ
ビ
ァ
数
字
で
表
わ
し
、
そ
の
後
に
ぺ
ー
ジ
数
を
示
す
。
な
お
、
引
用
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文
中
の
傍
点
は
、
原
文
に
お
け
る
ゲ
シ
ュ
ペ
ル
ト
の
部
分
を
示
し
て
い

8
。

（
1
）
拙
論
「
二
ー
チ
ェ
の
形
而
上
学
批
判
」
『
倫
理
学
』
第
二
号
、
一
九

　
　
八
四
年
　
九
七
－
一
〇
六
頁
。
及
び
「
二
ー
チ
ェ
の
ソ
ク
ラ
テ
ス
像
」

　
　
『
哲
学
・
思
想
論
叢
』
第
三
号
、
一
九
八
五
年
　
七
三
－
八
四
頁
を

　
　
参
照
さ
れ
た
い
。

一
2
一
く
』
邑
晶
。
・
貸
き
尋
隻
二
’
黒
自
冒
潟
員
畠
胃
’
ω
．
宝
N
‘

（
3
）
川
原
栄
峰
氏
も
同
様
の
指
摘
を
し
て
い
る
。
『
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
』
講
談

　
　
社
、
一
九
七
七
年
、
八
八
頁
。

（
4
）
声
留
巨
8
巨
P
、
ぎ
＆
ざ
き
き
“
汀
竃
ざ
§
喜
♪
b
卜
目
一
一
⑩
㎝
戸
o
o
．

　
　
H
仁
N
0
1
H
壮
N
N
1

一
5
）
こ
の
標
記
は
、
第
五
遺
稿
群
の
七
一
番
目
の
断
片
を
表
わ
し
て
い

　
　
る
。

（
6
）
と
は
い
え
、
彼
ら
の
編
集
は
大
枠
に
お
い
て
一
八
八
七
年
三
月
十

　
　
七
日
付
の
プ
ラ
ン
に
そ
っ
て
い
る
。
＜
①
q
一
■
患
巨
晶
o
q
①
『
一
饅
』
．
ρ
ω
．

　
　
ω
卜

（
7
）
　
『
カ
ヘ
の
意
志
』
で
は
、
第
一
節
が
断
片
四
と
し
て
、
第
二
節
が

　
　
断
片
五
、
第
三
節
が
断
片
一
一
四
、
第
四
節
以
降
が
断
片
五
五
と
し

　
　
て
分
割
さ
れ
て
い
る
。

（
8
）
　
『
カ
ヘ
の
意
志
』
で
は
、
日
付
け
と
と
も
に
省
略
さ
れ
て
い
る
。

（
9
）
　
『
力
へ
の
意
志
』
で
は
、
節
番
号
が
は
ず
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

（
1
0
）
　
『
カ
ヘ
の
意
志
』
で
は
、
「
こ
の
仮
説
は
」
か
ら
「
自
己
保
存
の
手

　
　
、

　
　
段
で
あ
っ
た
」
ま
で
が
、
第
一
節
の
第
四
項
目
と
し
て
書
か
れ
て
い

　
　
る
。

一
u
）

一
1
2
）

14 13
一
1
5
）

（
1
6
）

二
ー
チ
ェ
は
「
永
遠
回
帰
」
の
概
念
を
「
最
も
科
学
的
」
と
語
る
が
、

二
ー
チ
ェ
の
こ
の
見
解
は
一
般
に
否
定
さ
れ
て
い
る
。
＜
町
・
F
＞
．

竃
津
竃
o
戸
、
、
＆
、
き
き
雨
汀
吻
o
ざ
ミ
㎞
き
ぎ
尋
ミ
ー
§
s
ぎ
ω
言
け
冨
讐
戸

H
⑩
㎝
ド
o
つ
．
N
呂
串
甲
ω
9
o
g
斥
一
き
ミ
塞
き
婁
、
ミ
ー
8
母
ミ
“
、
き
り

；
き
ミ
名
§
き
、
き
一
§
§
§
8
§
き
§
．
．
一
↓
暮
巨
α
q
8
㌧
違
o
〇
一
9
o
．
9

こ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
に
、
『
偶
像
の
黄
昏
』
第
四
章
い
か
に
し

て
「
真
な
る
世
界
」
が
寓
話
に
な
っ
た
か
、
に
お
け
る
「
真
な
る
世

界
」
の
没
落
の
歴
史
を
参
照
さ
れ
た
い
。

、
§
ミ
ざ
ぎ
一
§
竃
§
ω
事
s
z
『
．
ω
㎝
べ
－

ハ
イ
デ
ガ
ー
は
、
二
ー
チ
ェ
に
と
っ
て
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
は
「
任
意
の

場
所
と
時
代
に
現
れ
る
一
つ
の
世
界
観
で
は
な
く
、
西
洋
の
歴
史
に

お
け
る
生
起
の
基
本
的
性
格
」
（
P
P
ρ
り
竃
）
で
あ
り
、
「
二
ー

チ
ェ
の
時
代
の
事
実
で
も
、
十
九
世
紀
特
有
の
事
実
で
も
な
い
」

（
①
巨
．
）
と
語
る
。

三
島
輝
夫
氏
は
、
二
－
－
チ
ェ
の
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
を
①
「
最
初
の
ニ
ヒ

リ
ズ
ム
」
②
「
有
神
論
的
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
」
と
し
て
の
キ
リ
ス
ト
教
③

「
無
神
論
的
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
」
と
し
て
の
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ニ
ヒ
リ
ズ

ム
」
と
三
種
に
区
分
す
る
が
（
「
一
二
つ
の
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
」
『
倫
理
学
年
報
』

第
二
七
集
、
一
九
七
八
年
、
二
＝
一
頁
）
、
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ニ
ヒ
リ

ズ
ム
」
は
た
ん
に
「
無
神
論
的
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
」
と
み
な
さ
れ
る
べ
き

で
は
な
く
、
む
し
ろ
三
種
の
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
を
抱
括
す
る
概
念
と
い
え

よ
う
。

　
『
カ
ヘ
の
意
志
』
と
こ
の
断
片
9
［
竃
］
の
間
に
は
い
く
つ
か
の

異
同
が
み
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
う
ち
の
一
つ
に
つ
い
て
述
べ
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（
1
7
）

（
1
8
一

扁
一

て
お
き
た
い
。
断
片
の
中
に
「
破
壊
の
暴
力
的
な
力
」
と
い
う
言
葉

が
あ
る
が
、
こ
の
言
葉
は
断
片
9
［
竃
］
に
お
い
て
は
「
能
動
的

ニ
ヒ
リ
ズ
ム
」
に
対
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
『
カ

ヘ
の
意
志
』
に
お
い
て
は
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
一
般
に
対
し
て
用
い
ら
れ
て

い
る
。
こ
の
断
片
で
は
、
；
巨
＝
旨
易
で
は
な
く
、
；
；
一
旨
が
ニ
ヒ
リ

ズ
ム
を
表
わ
す
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　
「
能
動
的
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
」
を
「
暴
力
的
な
力
」
と
混
同
す
る
こ
と

を
回
避
し
よ
う
と
す
る
視
点
と
同
様
の
視
点
を
、
二
ー
チ
ェ
に
お
け

る
寿
暮
8
・
ζ
o
邑
と
o
o
巨
睾
雪
－
竃
o
邑
の
相
違
に
つ
い
て
語
る
国

分
幸
氏
の
見
解
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。
こ
の
患
；
竃
と
い
う
言
葉
は
、
o
っ
彗
竃
冒
一
奴
隷
一
と
い
う

言
葉
に
対
置
し
て
用
い
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
彼
［
二
ー
チ
ェ
］
自
身

そ
の
よ
う
な
誤
解
を
招
く
よ
う
な
用
い
方
を
し
て
い
る
こ
と
も
あ
っ

て
、
「
君
主
」
と
か
「
支
配
者
」
と
か
「
主
人
」
と
か
翻
訳
さ
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
　
　
O
　
　
O

来
た
が
、
彼
自
身
が
本
頭
に
言
わ
ん
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
他
者
に

O
O
O
　
　
O
　
　
O
O
O
O
　
　
O
O
O
O
O
O
O
O
O
　
　
O

対
す
る
「
主
」
で
は
な
ぺ
、
ま
さ
に
自
己
に
対
す
る
「
主
」
と
い
う

こ
と
な
の
で
あ
っ
て
、
従
っ
て
患
；
①
『
ζ
o
邑
と
は
自
己
自
身
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

「
主
」
と
な
っ
た
人
間
の
道
徳
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
自
主
道
徳
と

で
も
呼
ば
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
一
「
二
ー
チ
ェ
に
お
け
る
ニ
ヒ
リ
ズ

ム
の
概
念
」
『
理
想
』
第
四
三
三
号
、
一
九
六
九
年
、
八
七
頁
一
。

井
ノ
川
清
氏
は
、
二
ー
チ
ェ
は
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
を
克
服
す
る
こ
と
が

で
き
た
と
い
う
見
解
に
立
っ
て
い
る
。
氏
は
、
「
自
分
［
二
ー
チ
ェ
］

白
身
で
は
す
で
に
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
を
極
限
ま
で
体
験
し
、
そ
れ
を
克
服

　
　
し
お
・
各
た
の
で
あ
る
。
L
と
述
べ
て
い
る
（
「
二
ー
チ
ェ
と
ニ
ヒ
リ
ズ

　
　
ム
」
『
名
古
屋
工
業
大
学
学
報
』
第
二
八
巻
、
一
九
七
六
年
、
五
九
頁
一
。

一
2
0
）
矢
島
羊
吉
氏
は
、
こ
の
自
己
克
服
の
問
題
に
つ
い
て
、
「
自
已
意
識

　
　
の
克
服
と
い
う
点
に
お
い
て
、
二
ー
チ
ェ
の
考
え
方
に
は
仏
教
の
基

　
本
的
な
考
え
方
と
通
ず
る
。
」
と
語
っ
て
い
る
一
『
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
の
論

　
　
理
』
福
村
出
版
、
一
九
七
五
年
、
二
三
三
頁
一
。
な
お
、
二
ー
チ
ェ

　
　
と
仏
教
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
フ
レ
ニ
ィ
・
ミ
ィ
ス
ト
リ
ィ
の

　
き
～
汀
亀
ざ
s
s
、
坊
ミ
～
乱
ミ
ω
§
、
§
－
莞
§
§
§
ざ
8
o
o
§
も
s
§
ざ
ミ

　
い
§
曼
思
『
＝
p
H
竃
H
が
詳
し
い
。

一
2
1
）
た
し
か
に
こ
の
人
問
像
は
、
井
ノ
川
氏
が
語
る
よ
う
に
一
前
掲
書
、

　
　
六
十
頁
一
「
超
人
」
概
念
と
の
結
び
つ
き
で
理
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ

　
　
る
が
、
「
超
人
」
概
念
そ
の
も
の
と
み
な
し
て
は
な
ら
な
い
。

一
か
ん
の
・
た
か
ひ
こ
　
筑
波
大
学
大
学
院
哲
学
・
思
想
研
究
科
在
学
中
）
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